
大
手
町
・
丸
の
内
・
有
楽
町
地
区
の

ま
ち
づ
く
り

大
手
町
・
丸
の
内
・
有
楽
町
地
区（
通
称
大
丸
有

地
区
）は
面
積
約
１
２
０
ha
、
現
時
点
の
就
業
人
口

約
２８
万
人
、
事
業
所
数
約
４
３
０
０
を
擁
す
る
世
界

有
数
の
業
務
拠
点
で
あ
る
。
こ
の
地
区
で
１
９
８
８

年
に
地
権
者
の
団
体
で
あ
る
「
大
手
町
・
丸
の
内
・
有

楽
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
発
足
以
来
、
地

権
者
、
所
在
企
業
、
行
政
も
参
加
す
る
公
民
協
調
の

も
と
、ま
ち
づ
く
り
活
動
を
し
て
き
た
。そ
の
大
き
な

柱
は
、
千
代
田
区
、
東
京
都
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
、
大

丸
有
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
４
者
で
組
成
す
る
「
大

丸
有
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
に
よ
り
�
ま
ち
づ
く
り

の
将
来
像
�を
描
く
「
ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
策
定
で
あ
り
、
情
勢
変
化
に
都
度
対
応
さ
せ
て
改

訂
を
重
ね
て
い
る
。
来
る
べ
きSociety

5.0

時
代
に

備
え
、
目
下
ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
に

向
け
た
議
論
を
推
進
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
連
動
す

る
か
た
ち
で
今
般
千
代
田
区
な
ら
び
に
東
京
都
と
当

協
議
会
が
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組

織
し
て
、
当
地
区
の
国
際
的
な
競
争
力
と
魅
力
の
維

持
、
わ
が
国
に
お
け
る
既
成
市
街
地
の
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
化
の
モ
デ
ル
を
実
現
す
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い

る
。
本
稿
で
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
先
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
も
選
定
さ
れ
て
い
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

目
指
す
べ
き
将
来
像
と
そ
れ
を
実
現
す
る

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
あ
り
方

ま
ず
当
エ
リ
ア
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
し
て
は
、

�
社
会
の
変
化
に
迅
速
に
対
応
し
つ
つ
、
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
最
大
限
活
か

し
て
わ
が
国
の
成
長
を
け
ん
引
す
る
ま
ち
�
と
設
定

し
た
。
こ
れ
を
実
現
す
る
構
成
要
素
と
し
て
、
ま
ち

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
向
上
面
に
つ
い
て
は
、
企
業
・
就

重
松
眞
理
子

し
げ
ま
つ

ま
り
こ

大
手
町
・
丸
の
内
・
有
楽
町
地
区
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
取
り
組
み

大
手
町
・
丸
の
内
・
有
楽
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
部
会
長

三
菱
地
所
開
発
推
進
部
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
都
市
計
画
室
長
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業
者
・
来
街
者
と
い
う
、
ま
ち
を
利
用
す

る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
３
者
の
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
か
ら
整
理
し
、
ま
た
発
生
し
得
る

リ
ス
ク
へ
の
対
策
面
に
つ
い
て
、
防
災
・

環
境
・
イ
ン
フ
ラ
の
３
要
素
に
整
理
し
た
。

各
要
素
に
関
し
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
創
発
、

働
き
方
改
革
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
多
様

な
来
街
者
へ
の
対
応
、
脱
炭
素
化
の
推
進
、

都
市
基
盤
の
維
持
管
理
と
い
っ
た
課
題
へ

の
対
処
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
素

を
適
切
に
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と

は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
の
実
現
と
と
も

に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

に
掲
げ
ら
れ
る
各
目
標
を
、
エ
リ
ア
と
し

て
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

次
に
将
来
像
を
実
現
し
て
い
く
う
え
で

の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
述
べ
る
。
今
後
都
市

に
期
待
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
想
定
さ
れ
、
特
に
そ
れ
ら
は
シ
ー

ム
レ
ス
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
公
共
機
関
、
民
間
企
業
、

各
種
団
体
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ

や
、
人
流
デ
ー
タ
等
を
含
む
ま
ち
の
デ
ー

タ
を
広
く
収
集
す
る
必
要
が
あ
り
、
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
が
仲
介
役
と
な
っ
て
「
デ
ー

タ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
を
構
築
し
、
そ
れ
を
運
用
し
て
い

く
こ
と
が
有
益
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
民
間
事
業
者
が
商
業
ベ
ー
ス

の
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
競
い
合
え
る
環
境
を
整
え
る
と

と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
対
応
な
ど
パ
ブ
リ
ッ
ク

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
当
協
議
会
の
よ
う
な
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
が
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
ス

マ
ー
ト
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

現
時
点
で
検
討
し
て
い
る
取
り
組
み
は
、
先
に
触

れ
た
「
デ
ー
タ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
を
活
用
し
て
各
サ
ー

ビ
ス
を
創
発
す
る
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
と
あ
わ
せ
て
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
こ
れ
ら
先
行
的
に
検
討
を
進
め
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
以
下
、
触
れ
て
い
く
こ
と

と
し
た
い
。

�
都
市
Ｏ
Ｓ
・
防
災
関
連

屋
内（
地
下
空
間
）に
お
け
る
人
流
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
構
築
し
「
都
市
Ｏ
Ｓ
」
と
し
て
整
備
し
、
こ
れ
を

災
害
時
に
人
々
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
エ
リ
ア

内
の
避
難
状
況
を
提
供
す
る
等
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は

「
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」
と
い
う
、
エ
リ
ア
内
の

図表１ 大丸有エリアの概況

就業者数 28万人エリア面積 120ha

乗降者数 １39万人／日鉄道 28路線13駅

大手町駅

皇居

東京駅

有楽町駅
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一
時
滞
在
施
設
や
医
療
機

関
と
連
携
し
た
情
報
を
官

民
で
共
有
・
活
用
す
る
シ

ス
テ
ム
に
お
け
る
活
用
の

実
証
を
進
め
て
い
る
。

�
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
ロ
ボ
ッ

ト
利
用
関
連

当
エ
リ
ア
は
多
く
の
交

通
手
段
が
整
備
さ
れ
て
い

る
が
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ

リ
テ
ィ
、
グ
リ
ー
ン
ス
ロ

ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
自
動
運

転
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
複
数

の
新
た
な
移
動
手
段
を
整

備
し
、
誰
も
が
よ
り
快
適

に
移
動
で
き
る
環
境
を
提

供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

同
時
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用

し
た
施
設
維
持
管
理
の
効

率
化
や
高
度
化
、
な
ら
び

に
課
題
が
顕
在
化
し
つ
つ

あ
る
物
流
問
題
も
ロ
ボ
ッ

ト
等
の
導
入
で
対
処
す
る

べ
く
実
証
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
新
モ
ビ
リ
テ
ィ

や
ロ
ボ
ッ
ト
の
域
内
導
入

実
証
や
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（M

obility
as
a
Service

）の
導

入
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
移
動
手

段
が
適
切
に
共
存
し
、
か
つ
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
エ

リ
ア
内
の
街
路
と
建
物
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
く
の
か
「
都
市
空
間
の
リ
デ
ザ
イ
ン
」
も
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

�
環
境
配
慮
、
健
康
促
進
関
連

ま
ち
を
利
用
す
る
人
々
が
夏
で
も
涼
し
く
過
ご
せ

る
空
間
を
創
出
し
情
報
提
供
を
行
う
。
こ
れ
は
収
集

し
た
都
市
デ
ー
タ
を
基
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術

に
よ
り
状
況
を
把
握
し
、
酷
暑
対
策
等
に
活
用
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ワ
ー
カ
ー
を
対
象
に
ヘ
ル
ス

ケ
ア
ア
プ
リ
を
作
成
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
ア
プ

リ
で
収
集
し
た
健
康
デ
ー
タ
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
等
に
活
用
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
は
ま
ち
の
あ
り
方
を
大
き
く

変
え
る
も
の
で
あ
り
、
中
長
期
に
わ
た
る
活
動
で
あ

る
。
当
面
は
先
に
触
れ
た
先
行
取
り
組
み
例
に
示
す

よ
う
に
、
都
市
と
し
て
の
デ
ー
タ
基
盤
整
備
と
都
市

の
リ
デ
ザ
イ
ン
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
モ
ビ
リ
テ

ィ
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
等
、
ま
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の

進
化
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
ち
、
大
丸
有
地
区
ら
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
オ
リ
エ
ン
テ

ッ
ド
な
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

図表２ 大丸有エリアの目指すべき将来像

�都心の“既成市街地”においてスマートシティモデルを実現し、国際的評価を獲得する。
�エリアマネジメント団体がデータの所在を一元的に把握し、利活用を推進する「データ利活用型エリア
マネジメント」モデルを確立し、全国に展開する。

社会の変化に迅速に対応しつつ、
エリアのポテンシャルを最大限活かして日本の成長をけん引するまち

多様な来街者の安全確保、災害に対するレジリエンスの強化
平常時・非常時の外国人を含む就業者・来訪者の安全安心と業務継続性を確保

脱炭素化（RE１００）、緑・生物多様性の推進
「環境モデル都市・千代田区」を先導するエリアとして、脱炭素化を推進

都市基盤・施設の適切な維持管理
人手不足が進むなか、日常の経済活動を支えるインフラ基盤を、高い水準で維持

防災

環境

インフラ

リ
ス
ク
対
策

新たな産業・ビジネスの創発、立地企業の競争力強化
イノベーターが新しい取り組みを行いやすい環境を整え、未来の日本経済の成長をけん引

多様な働き方の実現・発信
企業の成長と働き方改革の両立を実現し、大丸有企業から全国に普及

交流人口のさらなる拡大と、それを支える都市機能の確保
来訪者が移動しやすい環境を整え、交流人口を増やし、エリアのにぎわいを創出

企業

就業者

来街者

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
向
上
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